
は
じ
め
に

　

天
動
説
に
よ
る
宇
宙
像
の
一
つ
に
九
重
の
天
か
ら
成
る
も
の
が
あ
る
。
最
も
外
側
に
は
何
も
の

も
存
在
せ
ず
、
動
く
こ
と
の
な
い
常
静
天
が
あ
り
、
そ
の
内
側
に
は
無
数
の
星
が
貼
り
付
い
て
い

る
総
動
天
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
側
に
は
鎮
星
（
土
星
）・
歳
星
（
木
星
）・
熒
惑
（
火
星
）・

日
輪
・
太
白
（
金
星
）・
辰
星
（
水
星
）・
月
の
七
つ
の
星
が
巡
る
七
つ
の
天
が
あ
る
（
注
①
）。

こ
う
し
た
宇
宙
像
に
よ
っ
て
天
体
は
二
種
に
分
類
さ
れ
る
（
注
②
）。
第
一
種
は
、
総
動
天
に
貼

り
付
く
無
数
の
星
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
互
い
の
位
置
関
係
を
変
え
る
こ
と
な
く
東
か
ら
西
へ
動
く
。

す
な
わ
ち
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
恒
星
で
あ
る
。
第
二
種
は
、
総
動
天
の
動
き
に
随
っ
て
東
か
ら
西

へ
と
動
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
天
の
動
き
に
よ
っ
て
西
か
ら
東
へ
と
動
く
も
の
で
あ

る
。
こ
の
第
二
種
の
星
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
鎮
星
天
・
歳
星
天
・
熒

惑
天
・
辰
星
天
、
太
白
天
・
辰
星
天
の
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す
る
星
で
あ
り
、
現
在
い
う
と
こ
ろ
の
惑

星
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
特
に
明
る
く
輝
い
て
我
々
の
生
活
に
直
接
に
関
わ
る
存
在
で
あ
る

星
、
す
な
わ
ち
月
と
太
陽
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
第
二
種
の
ひ
と
つ
め
の
グ
ル
ー
プ
の
星
を
総
括
し
て
い
う
語
が
天
動
説
か
ら
地
動
説

へ
と
い
う
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
換
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
見
る
。
以
後
、
惑
星
を

メ
タ
言
語
と
し
て
用
い
る
と
き
に
は
〈
惑
星
〉
と
表
記
し
、
実
際
の
語
を
指
す
と
き
に
は
「
惑

星
」
と
表
記
す
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
第
一
種
の
星
、
す
な
わ
ち
総
動
天
に
貼
り
付
く
無
数
の
星
の
総
称
で
あ
る

「
恒
星
」「
経
星
」
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
二
つ
の
名
称
は
本
稿
で
見
よ
う
と

す
る
星
々
、
す
ら
わ
ち
〈
惑
星
〉
の
総
称
と
深
く
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

「
恒
星
」
の
語
は
早
く
『
春
秋
』
荘
公
七
年
夏
四
月
条
に
「
夜
、
恒
星
不
㆑
見
」
と
見
え
る
。

左
氏
伝
の
「
注
」
に
「
恒
、
常
也
。
謂
㆓
常
見
之
星
㆒
」
と
あ
る
。
公
羊
伝
の
本
文
に
は
「
夜
、

論　
　

文

〈
惑
星
〉
を
意
味
す
る
語
の
変
遷　

恒
星
不
㆑
見
。（
中
略
）
恒
星
者
何
。
列
星
也
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
恒
、
常
也
。
常
以
㆑
時
列

見
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
恒
」
は
「
常
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
そ
の
「
常
」
と
い
う
の
は
常
時

見
え
る
こ
と
を
言
う
と
も
、
互
い
の
位
置
関
係
が
不
動
で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
も
理
解
さ
れ
る
。

左
氏
伝
の
「
疏
」
に
は
「
公
羊
伝
曰
、
恒
星
者
何
。
列
星
也
。
言
、
天
官
列
宿
常
見
之
星
也
」
と
、

そ
の
両
方
の
意
味
に
理
解
で
き
る
説
明
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
互
い
の
位
置
関
係
が
不
動
で
あ
る
星
と
い
う
意
味
に
「
恒
星
」
を
用
い
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
地
動
説
を
最
初
に
我
が
国
に
紹
介
し
た
本
木
良
永
の
『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制

天
地
二
球
用
法
記
』（
寛
政
四
年1792

成
。
以
下
、
本
文
の
引
用
は
『
日
本
哲
学
全
書
』
第
八
巻

所
収
、
昭
和
十
一
年
五
月
・
第
一
書
房
刊
に
よ
る
）
に
、

恒
星
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
、
発ハ

数ス

鐸ト

・
数ス

蹋タ

耳ル

楞レ
ン

ト
イ
フ
。
此
ノ
語
発ハ

数ス

鐸ト

ト
イ
フ
ハ
居
テ
不
動
ノ

語
意
、
数ス

蹋タ

耳ル

楞レ
ン

ト
イ
フ
ハ
星
ト
通
ズ
、
恰
モ
不
動
星
ト
言
ハ
ン
ガ
如
シ
。
此
ノ
発ハ

数ス

鐸ト

・

数ス

蹋タ

耳ル

楞レ
ン

ト
イ
フ
語
、
此
ニ
恒
星
ト
義
訳
ス
。�

（
下
巻
）

と
あ
り
、vaste sterren

の
訳
語
に
「
恒
星
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
（vaste sterren

は
オ
ラ

ン
ダ
語
。vast

（vaste

）
は
「
固
定
し
た
」「
不
変
の
」
の
意
。ster

（sterren

）
は
星
の
意
）、

司
馬
江
漢
『
天
地
理
譚
』（
文
化
十
三
年1816

成
）
に
「
二
十
八
宿
及
ビ
衆
星
ハ
之
ヲ
列
星
ト
呼

ン
デ
、
其
ノ
象
ヲ
不
㆑
変
。
故
ニ
之
ヲ
恒
星
ト
云
」（「
恒
星
ノ
窮
理
」）
と
あ
り
、
吉
雄
南
皐

『
遠
西
観
象
図
説
』（
文
政
四
年1821

刊
）
も
ま
た
、

恒
星
ハ
…
静
居
シ
テ
其
位
置
ヲ
改
メ
ズ
。
故
ニ
コ
レ
ヲ
恒
星
ト
云
ヒ
…�

（
巻
下
「
恒
星
」）

と
同
様
の
意
味
で
用
い
て
い
る
。
英
語
のfixed star

も
ま
た
、
動
か
な
い
こ
と
に
着
目
し
た
名

で
あ
る
が
、
ヘ
ボ
ン
の
『
和
英
語
林
集
成
』（
三
版
・1886

）
に
は
「
恒
星
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

（
初
版
、
二
版
に
は
見
ら
れ
な
い
）。
ち
な
み
に
中
国
で
は
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
『
地
理
全
志
』

（1853-4
）
に
は
「
定
星
」
と
あ
り
、『
六
合
叢
談
』（1857

）
に
は
「
恒
星
」
と
「
定
星
」
の
両

方
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ロ
プ
シ
ヤ
イ
ト
の
『
英
華
字
典
』1866-9

で
は
「
定
星
」
と
訳
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
は
「
恒
星
」
に
落
ち
着
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

　

「
経
星
」
の
「
経
」
も
ま
た
「
常
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
常
」
は
互
い
の
位
置
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関
係
が
一
定
で
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
穀
梁
伝
『
春
秋
』
荘
公
七
年
夏
四
月
辛

卯
条
に
「
恒
星
不
㆑
見
。
恒
星
者
経
星
也
」
と
あ
り
、
そ
の
「
注
」
に
「
経
、
常
也
。
謂
㆓
常�

列
㆒ ㆑
宿
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』
天
文
志
に
「
凡
、
天
文
在
㆓
図
籍
㆒
昭
昭
可
㆑
知
者
。
経
星

常
宿
中
外
官
凡
百
一
十
八
名
。
積
数
七
百
三
十
八
星
。
皆
有
㆓
州
国
官
宮
物
類
之
象
㆒
」
と
あ
り
、

『
晋
書
』
天
文
志
の
「
天
文
経
星
」
と
い
う
項
目
も
列
宿
を
成
す
星
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
清
の
遊
芸
の
『
天
経
或
問
』（
一
六
七
五
年
序
）
に
も
、

恒
星
亦
名
㆓
列
宿
㆒
。
亦
名
㆓
経
星
㆒
。
云
㆑
恒
者
、
謂
㆓
其
終
古
不
易
㆒
也
。

�

（
天
巻
「
恒
星
多
寡
」）

と
あ
る
。
こ
の
『
天
経
或
問
』
は
江
戸
時
代
の
日
本
で
も
多
く
読
ま
れ
た
書
物
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
「
経
星
」
の
語
も
ま
た
日
本
で
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
庭
雪
斎
『
民
間
格

知
問
答
』（
文
久
二
年1862

刊
）
に
は
「
経た
て

星ぼ
し

」
と
あ
り
、
訓
読
も
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

大
森
秀
三
『
博
物
新
編
訳
解
』（
慶
応
四
年1868

序
）
に
は
「
定ス
ワ
リ
ノ
ホ
シ

位
経
星
」
と
い
う
振
り
仮
名
も

見
え
る
。「
経
」
が
こ
の
意
味
を
持
つ
の
は
、
布
を
織
る
時
に
緯
（
横
糸
）
が
左
右
か
ら
差
し
込

ま
れ
る
の
に
対
し
て
、
経
（
縦
糸
）
は
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

１　

〈
惑
星
〉
の
名
称
①　
　

「
五
星
」・「
五
行
」・「
五
歩
」

　

さ
て
、
十
八
世
紀
末
に
天
王
星
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、〈
惑
星
〉
は
辰
星
、
太
白
、
熒
惑
、
歳

星
、
鎮
星
の
五
つ
の
星
だ
け
で
あ
り
、「
五
星
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
は
五
行
思
想
が

関
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
日
月
五
星
は
畢
竟
陰
陽
五
行
の
精
の
天
上
に
凝
り
積
つ
て
居
る

も
の
」（
注
③
）
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

太
史
公
曰
。（
中
略
）
仰
則
観
㆓
象
於
天
㆒
。
俯
則
法
㆓
類
於
地
㆒
。
天
則
有
㆓
日
月
㆒
。
地
則

有
㆓
陰
陽
㆒
。
天
有
㆓
五
星
㆒
。
地
有
㆓
五
行
㆒
。
天
則
有
㆓
列
宿
㆒
。
地
則
有
㆓
州
域
㆒
。
三
光

者
陰
陽
之
精
。
気
本
在
㆑
地
。
而
聖
人
統
㆓
理
之
㆒
。�

（『
史
記
』
天
官
書
）

五
星
合
㆓
於
五
行
㆒
。
水
合
㆓
於
辰
星
㆒
、
火
合
㆓
於
熒
惑
㆒
、
金
合
㆓
於
太
白
㆒
、
木
合
㆓
於
歳

星
㆒
、
土
合
㆓
於
鎮
星
㆒
。�

（『
漢
書
』
律
歴
志
）

張
衡
云
、
文
曜
麗
㆓
乎
天
㆒
、
其
動
者
七
、
日
月
五
星
是
也
。
日
者
、
陽
精
之
宗
。
月
者
、

陰
精
之
宗
。
五
星
者
、
五
行
之
精
。�

（『
晋
書
』
天
文
志
上
・
天
文
経
星
）

　

し
た
が
っ
て
ま
た
「
五
星
」
は
「
五
行
」
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

天
有
㆓
五
行
㆒
。
一
曰
木
。
二
曰
火
。
三
曰
土
。
四
曰
金
。
五
曰
水
。

�

（
董
仲
舒
『
春
秋
繁
露
』）

　

さ
ら
に
五
行
の
「
行
」
の
伝
来
の
字
音
は
、
行
跡
の
意
の
去
声hsing

、
ま
た
行
列
の
意
の

hang

で
は
な
く
、
歩
行
、
流
行
、
運
行
の
意
味
の
戸
庚
切
（hsing

の
下
平
声
）
で
あ
る
と
さ

れ
る
が
（
注
④
）、『
説
文
解
字
』「
歳
」
の
項
に
「
律
歴
書
名
㆓
五
星
㆒
為
㆓
五
歩
㆒
」
と
あ
り
、

「
五
星
」
は
「
五
歩
」
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
漢
書
』
律
歴
志
に
は
「
五
歩
。
木
晨
始
見
、
去
㆑
日
半
次
、
順
㆑
日
行

十
一
分
度
二
百
二
十
一
日
、
始
留
（
下
略
）」（
木
〔
木
星
〕
晨あ
し
たに
始
め
て
見
て
、
日
を
去
る
こ
と

半
次
、
日
に
順
ふ
こ
と
十
一
分
度
の
二
百
二
十
一
日
に
し
て
始
め
て
留
る
）
と
あ
っ
て
、
金
土
火

水
の
星
に
つ
い
て
同
様
の
記
事
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
五
歩
」
は
五
星
の
運
行
を
測
る
こ
と

を
言
っ
た
も
の
で
あ
り
、
や
が
て
五
星
そ
の
も
の
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
五
行
説
と
関
わ
り
の
深
い
名
称
の
中
で
日
本
で
広
く
用
い
ら
れ
た
の
は
「
五
星
」
だ
け

の
よ
う
で
あ
る
。
西
洋
天
文
学
を
紹
介
し
た
本
木
良
永
や
志
筑
忠
雄
や
吉
雄
俊
蔵
（
南
皐
）
の
文

章
に
も
五
つ
の
惑
星
を
纏
め
て
言
う
場
合
に
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
慣
用
は
明
治
に

入
っ
て
も
あ
り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

西
洋
の
古
説
支
那
方
今
の
説
を
渾
天
の
説
と
い
ふ
。
其
説
に
曰
く
、
地
は
周
回
五
千
四
百
里

〈
中
略
〉
に
し
て
円
球
の
如
く
天
の
中
央
を
懸
り
、
日じ
つ

月げ
つ

五ご

星せ
い

、
こ
れ
を
旋
回
し
、
恒ご
う

星せ
い

其

外
を
羅
列
す
。�

（
黒
田
行
元
『
新
暦
明
解
』
明
治
六
年1893

刊
）

２　

〈
惑
星
〉
の
名
称
②　
　

「
五
緯
」・「
緯
星
」

　

〈
惑
星
〉
は
恒
星
と
は
異
な
り
、
地
上
か
ら
観
察
す
る
時
に
見
ら
れ
る
そ
の
運
行
に
特
徴
が
あ

る
。
既
に
「
五
歩
」
の
名
も
そ
の
特
徴
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た

が
、『
後
漢
書
』
律
暦
下
・
暦
法
に
「
日
月
五
緯
」
な
ど
と
見
え
る
「
五
緯
」
の
名
も
こ
の
特
徴

か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。『
周
礼
』
春
宮
・
大
宗
伯
に
「
以
㆓
禋
祀
㆒
祀
㆓
昊
天
上

帝
㆒
、
以
㆓
実
芝
㆒
祀
㆓
日
月
星
辰
㆒
云
々
」
と
あ
る
鄭
注
に
「
星
、
謂
㆓
五
緯
㆒
」
と
あ
り
、
賈
公

彦
の
疏
に

五
緯
、
即
五
星
。
…
言
㆑
緯
者
、
二
十
八
宿
随
㆑
天
左
転
為
㆑
経
、
五
星
右
旋
為
㆑
緯
。

と
あ
る
（「
右
旋
」
原
文
「
左
旋
」。
嘉
慶
二
十
年
重
刊
宋
本
十
三
経
注
疏
の
校
勘
記
に
「
蒲
鏜
云

右
誤
左
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
改
め
る
）。
す
な
わ
ち
、
二
十
八
宿
（「
経
星
」）
は
東
か
ら
西
に

動
き
（
左
転
）、
五
星
は
西
か
ら
東
に
動
く
（
右
旋
）。
そ
の
二
十
八
宿
の
動
き
を
経
と
言
い
、
五

星
の
動
き
を
緯
と
言
う
こ
と
に
よ
り
、「
五
緯
」
の
名
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
時
代
が
降
る
と
五
星
は
「
緯
星
」
と
呼
ば
れ
る
。『
天
経
或
問
』
に

三
垣
二
十
八
宿
与
㆑
天
並
運
。
而
一
定
不
㆑
移
者
、
為
㆓
経
星
㆒
也
。
日
月
五
星
、
運
㆓
行
於

列
宿
㆒
。
而
無
㆓
定
在
㆒
者
、
為
㆓
緯
星
㆒
也
。�

（
天
巻
「
経
星
各
位
）

と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
緯
」
は
、「
経
星
」
の
「
経
」
が
一
定
し
て
動
か
な
い
と
い
う
意
味
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
定
住
す
る
こ
と
な
く
動
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
機
織
り
の
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縦
糸
（「
経
」）
は
固
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
横
糸
（「
緯
」）
は
左
右
に
差
し
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
動
き
は
南
北
の
方
向
を
意
味
す
る
。

恒
星
亦
名
㆓
列
宿
㆒
、
亦
名
㆓
経
星
㆒
。
云
㆑
恒
者
、
謂
㆓
其
終
古
不
易
㆒
也
。
云
㆑
経
者
、
以

別
㆓
五
緯
南
北
行
㆒
也
。�

（
天
巻
「
恒
星
多
寡
」）

　

す
な
わ
ち
五
星
の
行
う
東
か
ら
西
へ
の
動
き
（
左
旋
）
と
西
か
ら
東
へ
の
動
き
（
右
旋
）
に
加

え
て
、
南
北
へ
も
若
干
動
く
。
こ
の
南
北
へ
の
動
き
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
西
洋
天
文
学
で
あ
っ

た
。
同
じ
く
『
天
経
或
問
』
に

原も
と

不さ
と
ら
ず

㆑
諳
㆑
有
㆓
緯
行
㆒
〈
此
緯
行
、
近
歳
西
儒
熊
羅
諸
公
始
測
出
。〉
一
見
㆔
金
星
在
㆓
緯
南

北
七
八
度
之
間
㆒
、
即

詫
あ
や
し
み
て

謂
㆓
之
失
行
㆒
。
皆
不
㆑
知
㆘
五
星
有
㆓
緯
行
㆒
之
故
也
。
然
五

星
有
㆓
緯
南
緯
北
之
分
㆒
。�

（
天
巻
「
五
星
遅
疾
伏
退
」）

と
あ
る
。
西
儒
熊
羅
と
は
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
熊
有
綱
と
羅
雅
谷
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
、「
五

緯
」
と
「
緯
星
」
と
は
同
じ
く
「
緯
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
『
天
経
或
問
』
は
西
川
正
休
に
よ
る
訓
点
本
（
享
保
十
五
年1730

刊
）
に
よ
っ

て
日
本
で
も
広
く
読
ま
れ
た
が
、
正
休
自
身
も
『
大
略
天
学
名
目
抄
』（
享
保
十
五
年1720

刊
）

で
次
の
よ
う
に
「
緯
星
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。

経
緯
ニ
二
ツ
ア
リ
。
南
北
ヲ
緯
ト
シ
、
東
西
ヲ
経
ト
ス
ル
ハ
七
曜
ハ
黄
道
ノ
緯
行
ヲ
ナ
ス
故

ニ
緯
星
ト
ス
。
二
十
八
宿
并
ニ
恒
星
ハ
、
東
西
ニ
経
行
運
旋
ス
ル
故
ニ
、
経
星
恒
星
ト
云
リ
。

是
ハ
東
西
ニ
旋
ル
恒
星
ヲ
経
ト
シ
、
南
北
ニ
旋
ル
日
月
五
星
ヲ
緯
ト
ス
ル
也
。
又
天
地
ノ
南

北
ヲ
経
ト
シ
。
東
西
ヲ
緯
ト
ス
ル
有
リ
。
是
ハ
南
北
ノ
不
動
ヲ
縦
糸
ト
シ
、
東
西
ノ
昼
夜
左

旋
ス
ル
ヲ
緯
糸
ニ
譬
フ
。�
（「
実
経
緯
視
経
緯
」）

七
曜
ハ
自
行
有
テ
、
行
度
伏
見
、
時
々
動
ヲ
斎
シ
カ
ラ
ズ
。
是
ヲ
緯
星
ト
云
。

�

（「
二
十
八
宿
又
二
十
八
舎
」）

　

志
筑
忠
雄
の
『
暦
象
新
書
』（
寛
政
十
年1799

成
）
に
も
「
緯
星
」
の
語
が
見
ら
れ
る
。
し
か

し
、
日
本
で
は
「
五
緯
」
と
「
緯
星
」
と
は
特
に
区
別
さ
れ
ず
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
馬
場
信
武
の
『
初
学
天
文
指
南
』（
宝
永
三
年1753

刊
）
の
次
の
文
章
は
『
天
経
或

問
』
の
文
章
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
五
緯
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。

恒
星
ヲ
亦
列
宿
ト
名
ヅ
ケ
、
亦
経
星
ト
名
ヅ
ク
。
恒
ト
云
ハ
其
終
古
易カ
ハ
ラ

ザ
ル
ヲ
謂イ
フ

ナ
リ
。

経
ト
云
ハ
五
緯
南
北
ニ
行
ト
別
ナ
ル
故
ナ
リ
。�

（
巻
二
「
恒
星
多
寡
ノ
論
」）

３　

〈
惑
星
〉
の
名
称
③　
　

「
惑
星
」
と
「
遊
星
」

　

前
述
の
よ
う
に
「
緯
星
」
の
語
は
西
洋
天
文
学
か
ら
得
ら
れ
た
知
識
を
在
来
の
用
語
を
利
用
し

て
造
ら
れ
た
語
と
言
え
る
が
、
日
本
で
は
西
洋
天
文
学
書
の
〈
惑
星
〉
を
意
味
す
る
語
を
そ
の
ま

ま
直
訳
し
た
「
惑
星
」
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

英
語
のPlanet

は
ラ
テ
ン
語
のplanēt-(a)

、
ギ
リ
シ
ャ
語
のPlanetes

（
さ
ま
よ
う
も
の
）

か
ら
来
て
い
る
と
い
う
。
オ
ラ
ン
ダ
語
のdw

aalster

のdw
aal(-en)

も
同
様
の
意
味
で
あ
る

（『
訳
鍵
』「D

w
aalen

迷
。
惑
」、『
和
蘭
字
彙
』「dw

aalen 

迷
フ
」）。dw

aalster

を
「
惑
星
」

と
訳
し
た
の
は
本
木
良
永
で
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
知
ら
れ
て
い
る
。『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解

新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
上
巻
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

和
蘭
語
、
和ホ
ー

桴フ

掇ト

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
名
づ
く
る
六
星
あ
り
。
和ホ
ー

桴フ

掇ト

と
い
ふ
を
此
に
頭
と
正
訳

す
。
甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ
は
刺ラ

的テ

印イ
ン

天
学
語
な
り
。
此
の
語
和
蘭
に
読ド

瓦ワ
ー
ル而

数ス

得テ

耳ル

と
通
ず
。

此
に
惑ま

ど
ひ
ぼ
し星

と
訳
す
。
又
一
名
は
読ド

瓦ワ
ー
ル而

迭デ

耳ル

と
い
ふ
。
此
に
惑ま

ど
ひ
も
の者

と
訳
す
。
和ホ
ー

桴フ

掇ト

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ
と
き
は
頭か
し
ら
ま
ど
ひ
ぼ
し

惑
星
と
正
訳
す
べ
き
語
な
り
と
雖
も
、
和
蘭
の
語
意
は
人
の
頭か
し
ら

と
い
ふ
と
き
は
、
長
た
る
人
の
位
高
大
な
る
を
い
ひ
、
大
い
な
る
義
に
取
る
が
故
に
、
今
此

に
大
惑
星
と
義
訳
す
。
此
の
大
惑
星
六
星
と
い
ふ
は
、
辰
星
・
太
白
星
・
熒
惑
星
・
歳
星
・

鎮
星
の
五
曜
に
地
球
を
加
へ
て
六
星
と
為
し
て
、
其
の
総
名
を
大
惑
星
と
い
ふ
な
り
。
和
蘭

人
、
惑
星
惑
者
と
名
づ
く
る
義
は
、
五
星
地
球
は
、
今
爰
に
在
る
か
と
観
れ
ば
彼
所
に
在
り

て
、
天
学
者
推
歩
測
量
を
為
す
に
纏
度
に
迷
へ
る
に
因
り
て
、
水
・
金
・
火
・
木
・
土
の
五

星
に
地
球
を
加
へ
て
六
星
と
為
し
て
、
大
惑
星
と
名
づ
け
し
な
り
。

　

同
書
下
巻
に
も
同
様
の
説
明
が
あ
り
、
訳
語
「
惑
星
」
に
つ
い
て
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

惑
星
惑
者
と
名
づ
く
る
趣
旨
は
推
歩
測
量
の
学
士
七
曜
の
纏
度
を
測
り
視
る
に
、
今
此
所
に

在
る
か
と
視
れ
ば
彼
所
に
在
り
て
、
一
瞬
の
間
も
一
所
に
在
ら
ず
、
暫
く
も
動
か
ざ
る
事
な

く
、
測
量
者
纏
度
に
惑
ひ
、
一
世
一
代
を
歴
る
と
も
不た
え
ず断
七
曜
の
纏
度
に
惑
へ
る
故
を
以
て
、

日
月
五
星
の
七
曜
を
名
づ
け
て
、
総
名
を
惑
星
惑
者
と
い
ふ
な
り
。（
破
線
部
分
に
つ
い
て

は
後
に
取
り
上
げ
る
）

　

す
な
わ
ち
「
惑ま
ど
ひ
ぼ
し星
」
は
オ
ラ
ン
ダ
語dw

aalster

に
対
す
る
訳
語
で
あ
り
、
五
星
に
地
球
を

含
め
た
名
で
あ
る
。
良
永
は
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
衛
星
を
も
原
語
を
直
訳
し
て
「
小
惑
星
」
ま
た

「
副
惑
星
」
と
訳
し
て
い
る
。

民ミ
ン

迭デ

列レ

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ひ
、
又
は
別ベ

逸イ

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
名
づ
く
る
十
星
あ
り
。
民ミ
ン

迭デ

列レ

と

は
微
小
な
る
を
い
ふ
語
な
り
。
別ベ

逸イ

と
は
副
と
い
ふ
語
な
り
。
民ミ
ン

迭デ

列レ

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ

を
、
此
に
小こ
ま
ど
ひ
ぼ
し

惑
星
と
訳
す
。
別ベ

逸イ

甫プ

刺ラ

捏ネ

夜ー

天テ
ン

と
い
ふ
を
、
此
に
副そ
ひ
ま
ど
ひ
ぼ
し

惑
星
と
訳
す
。

�

（
上
巻
）

　

「
惑
星
」
と
同
じ
くdw

aalster

を
訳
し
た
も
の
に
「
遊
星
」（
游
星
）
が
あ
る
。
吉
雄
俊
蔵

（
南
皐
）
の
『
西
説
観
象
経
』（
文
政
五
年1822

）
に
、

又
有
㆓
恒
河
沙
数
小
光
点
㆒
。
名
曰
㆓
恒
星
㆒
。
皆
為
㆓
東
移
㆒
。
有
㆓
五
箇
光
点
㆒
。
時
伏
時
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見
。
時
進
時
退
。
其
一
水
星
。
其
一
金
星
。
其
一
火
星
。
其
一
木
星
。
其
一
土
星
。
総
名
㆓

之
游
星
㆒
。

と
見
え
る
の
が
そ
の
初
出
例
で
あ
り
、
同
『
遠
西
観
象
図
説
』（
文
政
六
年1823

序
）
に
は
、

游
星　

ド
ワ
ー
ル
、
シ
ル
ケ
ル�

（
巻
上
・
国
字
類
音　

観
象
名
目
）

其
大
小
数
箇
ノ
大
土
塊
、
半
面
ハ
太
陽
ニ
対
シ
、
明
瞭
亮
ニ
シ
テ
、
半
面
ハ
太
陽
ニ
背
キ
、

幽
暗
ナ
リ
。
遠
ク
其
大
土
塊
ヲ
望
ム
ト
キ
ハ
、
一
点
ノ
恒
星
ノ
如
シ
。
然
レ
ド
モ
、
太
陽
ヲ

旋
回
ス
ル
ガ
故
ニ
、
常
ニ
游
行
シ
テ
止
マ
ズ
。
故
ニ
コ
レ
ヲ
游
星
ト
云
フ
。

�

（
巻
中
・
太
虚
）

と
い
う
説
明
が
あ
る
。
吉
雄
は
「
五
星
」
に
地
球
を
加
え
た
も
の
を
「
大
游
星
」、
衛
星
を
「
小

游
星
」
と
し
、
地
球
の
内
側
を
廻
る
も
の
を
「
内
游
星
」、
外
側
を
廻
る
も
の
を
「
外
游
星
」
と

名
づ
け
て
い
る
（
注
⑤
）。

　

以
降
、
僅
か
な
例
を
除
い
て
、
日
本
で
は
〈
惑
星
〉
を
い
う
語
に
は
こ
の
日
本
製
の
「
惑
星
」

「
遊
星
」
の
語
を
専
ら
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
維
新
以
前
の
「
惑
星
」「
遊
星
」
の
用
例
に

管
見
で
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

文
化
五
年1808　
　

司
馬
江
漢
『
刻
白
爾
天
文
図
解
』　　

「
惑ワ
ク

星セ
イ

」

文
化
七
年1810　
　

藤
林
淳
道
『
訳
鍵
』　　
　
　
　
　
　

「
惑
星
」

文
化
十
一
年1814　

『
厚
生
新
編
』（
巻
七
）　　
　
　
　
	
「
惑わ
く

星せ
い

」

天
保
六
年1835　
　

宇
田
川
榕
菴
『
蘭
学
重
宝
記
』　　
　

「
惑
星
」

嘉
永
四
年1851　
　

川
本
幸
民
『
気
海
観
瀾
広
義
』　　
　

「
游
星
」「
惑
星
」

嘉
永
七
年1854　
　

村
上
義
俊
『
三
語
便
覧
』　　
　
　
　

「
惑
星
」

文
久
二
年1862　
　

大
庭
雪
斎
『
民
間
格
知
問
答
』　　
　

「
遊ま
よ
ひ
ぼ
し星」

慶
応
二
年1867　
　

宇
田
川
榕
精
『
地
学
初
歩
和
解
』　　

「
遊プ
ラ
ネ
ツ
ト星」

４　

〈
惑
星
〉
の
名
称
④　
　

「
行
星
」

　

明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
「
惑
星
」「
遊
星
」
の
両
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
維
新
前
後

か
ら
暫
く
の
間
「
行
星
」
の
語
が
現
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

慶
応
三
年1867　
　

ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林
集
成
（
初
版
）』	

「
行
星
」

慶
応
四
年1868　
　

大
森
秀
三
『
博
物
新
編
訳
解
』　　
　

「
行ア
ル
ク
ホ
シ星」

明
治
三
年1870

頃　

西
周
『
百
学
連
環
覚
書
』　　
　
　
　

「
行
星
」

明
治
七
年1874　
　

中
村
正
直
「
西
学
一
班
続
訳
」　　
　

「
行
星
」

明
治
九
年1876　
　

西
村
繁
樹
『
天
文
学
』　　
　
　
　
　

「
行
星
」

明
治
十
年1877　
　

小
宮
山
弘
道
『
格
物
全
書
』　　
　
　

「
行
星
」

明
治
十
九
年1886　

中
江
兆
民
『
理
学
鉤
玄
』　　
　
　
　

「
行
星
」

　

「
行
星
」
と
い
う
語
の
成
立
時
期
ま
た
造
語
者
は
未
詳
で
あ
る
が
（
注
⑥
）、
中
江
兆
民
『
理

学
鉤
玄
』
に
「
太
陽
ノ
周
辺
ヲ
廻
転
ス
。
行
星
ノ
名
有
ル
所
以
ナ
リ
」
と
あ
り
、
こ
の
説
明
が
正

し
け
れ
ば
、
こ
の
名
称
は
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
地
動
説
あ
る
い
は
ブ
ラ
ー
ヘ
の
天
動
地
動
折
衷
説
以

降
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
荒
川
清
秀
氏
（
注
⑦
）
に
よ
る
と
、
中
国
の
辞
書
で

は
メ
ド
ハ
ー
ス
ト
『
英
華
辞
典
』（1847-8

）
に
初
出
す
る
と
言
う
。「
定
星
」
に
対
す
る
語
と
し

て
中
国
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
田
富
祺
監
修
『
日
本
語
語
原
大
辞
典
』（
小
学
館

1999.11

）
は
、
明
治
以
降
に
日
本
で
「
行
星
」
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
ロ
プ
シ
ャ
イ
ト
の
『
英

華
字
典
』（1866-9

）
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
『
六
合
叢
談
』

（1857-8

）
で
連
載
さ
れ
た
「
西
国
天
学
源
流
」
の
文
章
に
も
「
行
星
」
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、

ホ
ブ
ソ
ン
（
合
信
）
の
『
博
物
新
編
』（1864

）
第
二
編
は
「
行
星
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
西

洋
天
文
学
を
紹
介
し
た
文
章
か
ら
の
影
響
の
方
が
む
し
ろ
大
き
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
注

⑧
）。
ま
た
『
日
本
語
語
原
大
辞
典
』
で
は
「
行
星
」
が
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
の
は
、「
恒
星
」
と

同
音
の
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
十
九
年
（1886

）
の
ヘ
ボ
ン
『
和
英
語
林

集
成
』（
三
版
）
で
は
、

Y
U
SEI　

	

ユ
ウ
セ
イ　
　

遊
星　

n. planet.　

Syn. GY
O
SEI

GY
O
-SEI	

ギ
ヤ
ウ
セ
イ　

行
星　

n. A
 planet

K
O
SEI　

	

カ
ウ
セ
イ　
　

行
星　

A
 m
oving star,　

a planet　

gyosei
K
O
SEI　

	

カ
ウ
セ
イ　
　

恒
星　

n. Fixed star 

－i.q.　

gosei,　

teisei
GO
SEI　

	

ガ
ウ
セ
イ　
　

恒
星　

n. Fixed star

と
あ
り
、「
恒
星
」
に
は
ガ
ウ
セ
イ
の
語
形
も
あ
り
、「
行
星
」
は
ギ
ョ
ウ
セ
イ
の
語
形
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
（「
恒
星
」
を
ガ
ウ
セ
イ
と
訓
む
例
は
２
節
で
引
用
し
た
『
新
暦
明
解
』
の
振
り
仮

名
付
き
の
例
で
も
確
認
で
き
る
が
、
さ
ら
に
遡
っ
て
宝
暦
四
年1784

刊
の
文
雄
『
非
天
経
惑
問
』

に
も
「
恒ガ
ウ

星セ
イ

」
と
見
え
る
）。
ち
な
み
に
、
右
の
『
和
英
語
林
集
成
』
に
「K

O
SEI 

カ
ウ
セ
イ 

恒
星
」
の
項
にteisei

と
見
え
、「
定
星
」
の
名
も
日
本
に
入
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

明
治
期
の
「
惑
星
」
と
「
遊
星
」
の
使
用
状
況
は
、
横
田
順
弥
氏
（
注
⑨
）
に
詳
細
な
調
査
が

あ
る
が
、
江
戸
時
代
と
同
様
に
一
定
し
て
い
な
い
（
注
⑩
）。
一
般
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
教

科
書
類
で
見
る
と
、
小
学
校
の
物
理
の
教
科
書
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
た
片
山
淳
吉
『
物
理
階

梯
』（
明
治
五
年1872

）
に
は
、

諸
游
星
ノ
太
陽
ヲ
中
心
ト
為
シ
テ
運
行
ス
ル
、
各
其
常
道
ア
リ
ト
雖
モ
、
之
ヲ
望
ム
ト
キ
ハ

或
ハ
西
シ
或
ハ
東
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
、
常
ニ
其
所
ヲ
異
ニ
シ
、
行
道
ノ
惑
乱
ス
ル
ヲ
覚
ル
コ

ト
、
恒
星
ノ
其
地
位
ヲ
同
ウ
ス
ル
ガ
如
キ
ニ
非
ズ
。
因
テ
又
惑
星
ノ
名
ア
リ
。

と
あ
っ
て
、「
遊
星
」
の
別
名
と
し
て
「
惑
星
」
が
あ
り
、
師
範
学
校
で
使
わ
れ
た
宇
田
川
準
一
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『
物
理
全
志
』（
明
治
十
二
年
）
に
は
、

惑
星
（
遊
星
或
は
行
星
と
も
云
ふ
）

と
あ
っ
て
、「
惑
星
」
の
別
名
と
し
て
「
遊
星
」「
行
星
」
が
あ
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
一
つ
の
名
称
に
定
め
よ
う
と
す
る
動
き
は
窺
え
な
い
が
、
横
田
氏
に
よ
る
と
、
東
京
帝

国
大
学
系
の
学
者
は
「
惑
星
」
を
使
用
し
、
京
都
帝
国
大
学
系
の
学
者
は
「
遊
星
」
を
使
用
す
る

傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
年
前
後
ま
で
は
圧
倒
的
に

「
遊
星
」
が
多
い
が
、
以
降
は
「
惑
星
」
が
多
く
な
り
、「
よ
ほ
ど
特
殊
な
例
を
除
い
て
「
遊
星
」

が
消
え
る
の
は
昭
和
四
十
年
こ
ろ
」
と
言
う
。
ち
な
み
に
荒
川
清
秀
氏
に
よ
る
と
、
メ
ド
ハ
ー
ス

ト
『
英
華
辞
典
』
以
降
、
中
国
の
辞
書
に
は
一
時
的
に
「
惑
星
」「
遊
星
」
が
見
ら
れ
る
が
（
顔

恵
慶
『
英
華
大
辞
典
』1908
、
ヘ
メ
リ
ン
グ
『
官
話
』1916

、『
総
合
英
漢
大
辞
典
』1927

）、
現

在
で
は
「
行
星
」
に
落
ち
着
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

５　

新
し
い
〈
惑
星
〉
の
定
義
の
訳
語
に
つ
い
て

　

木
星
・
火
星
・
土
星
・
金
星
・
水
星
と
い
う
「
五
星
」
の
名
は
五
行
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
本
木
良
永
の
『
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』（
下
巻
「
和
解
例
言
」）
に
、

日
月
五
星
の
名
目
は
、
和
蘭
人
陰
陽
を
弁
ぜ
ざ
れ
ど
も
和
漢
の
名
義
に
随
ひ
、
日
月
を
太
陽

太
陰
と
訳
し
、
五
星
の
名
目
は
固
よ
り
和
蘭
人
、
木
火
土
金
水
、
の
五
行
を
弁
ぜ
ず
と
雖
も

便
利
な
る
を
以
て
、
辰
星
を
水
星
と
訳
し
、
太
白
星
を
金
星
と
訳
し
、
熒
惑
星
を
火
星
と
訳

し
、
歳
星
を
木
星
と
訳
し
、
鎮
星
を
土
星
と
訳
す
る
な
り
。

と
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
五
星
」
は
中
国
の
律
暦
志
で
は
陰
陽
五
行
説
の
順
序
に
従
っ
て
、
木

星
・
火
星
・
土
星
・
金
星
・
水
星
の
順
序
で
掲
げ
ら
れ
る
の
を
原
則
と
す
る
。
長
く
五
行
説
を
受

け
入
れ
て
き
た
日
本
で
も
同
様
で
あ
り
、「
南
蛮
紅
毛
の
天
文
学
が
、
支
那
人
の
書
を
通
じ
て
わ

が
国
に
移
入
せ
ら
れ
る
直
前
の
天
文
書
と
い
ふ
べ
き
」（
三
枝
博
音
氏
）『
天
文
図
解
』（
井
口
常

範
著
元
禄
二
年1689

刊
）
で
も
そ
の
順
序
が
守
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
五
つ
の
星
が
現
在
で
は
水

星
・
金
星
（
・
地
球
）・
火
星
・
木
星
・
土
星
の
順
序
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
太
陽
中
心
説
に

拠
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
順
序
の
違
い
は
万
物
を
構
成
す
る
五
行
の
精
の
凝
り
積
っ

た
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
が
新
し
い
〈
惑
星
〉
の
概
念
で
捉
え
直
さ
れ
た
こ
と
に
外
な
ら

な
い
。
そ
の
結
果
、
地
球
も
〈
惑
星
〉
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
新
し
い
宇
宙
観
と
望
遠
鏡
の
発
明
に
よ
っ
て
、
新
し
い
〈
惑
星
〉
が
次
々
と
発
見
さ
れ
た
。

一
七
八
一
年
に
は
天
王
星
が
発
見
さ
れ
、
一
八
四
六
年
に
は
海
王
星
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

星
の
発
見
に
よ
っ
て
、
五
行
思
想
と
無
関
係
な
西
洋
天
文
学
を
紹
介
す
る
文
章
で
も
用
い
ら
れ
て

い
た
「
五0

星
」
も
ま
た
〈
惑
星
〉
を
言
う
語
と
し
て
の
資
格
を
失
な
い
、「
惑
星
」「
遊
星
」
あ
る

い
は
「
行
星
」
が
そ
れ
に
代
わ
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
日

本
で
は
「
惑
星
」
が
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
関
連
し
て
次
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
。

　

一
九
三
〇
年
に
は
他
の
〈
惑
星
〉
と
比
べ
て
小
さ
い
冥
王
星
が
発
見
さ
れ
、
一
九
九
二
年
以
降

に
冥
王
星
の
軌
道
近
く
で
冥
王
星
と
大
き
さ
の
変
わ
ら
な
い
天
体
が
続
々
と
発
見
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
三
年
に
は
冥
王
星
よ
り
大
き
い
と
推
定
さ
れ
る
エ
リ
ス
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
こ
と
を

き
っ
か
け
に
〈
惑
星
〉planet

は
再
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
国
際
天
文
学
連
合
（IA

U

）
が

行
っ
た
新
定
義
は
、

太
陽
の
廻
り
を
ま
わ
り
、
十
分
大
き
な
質
量
を
も
つ
の
で
、
自
己
重
力
が
固
体
に
は
た
ら
く

他
の
種
々
の
力
を
上
ま
わ
っ
て
重
力
平
衡
形
状
（
ほ
と
ん
ど
球
状
の
形
）
を
有
し
、
そ
の
軌

道
の
近
く
で
は
他
の
天
体
を
掃
き
散
ら
し
て
し
ま
い
そ
れ
だ
け
が
際
だ
っ
て
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
天
体
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
注
⑪
）。
そ
の
結
果
、
冥
王
星
は
そ
の
後
に
発
見
さ
れ
た
〈
惑
星
〉
と

と
も
に
「
準
惑
星
」
な
ど
と
訳
さ
れ
るdw

af planet

と
い
う
新
し
い
分
類
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
新
定
義
に
は
「
惑
う
」
と
い
う
要
素
は
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
太
陽
を
中
心
と
し
て
一
定
の
軌
道
を
巡
る
実
際
の

動
き
（
実
動
）
に
基
づ
い
て
定
義
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
見
か
け
の
運
動

（
視
動
）
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
たplanet

（
さ
ま
よ
う
も
の
）
と
い
う
名
も
、
そ
の
訳
語
の

「
惑
星
」
も
、
そ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
に
合
っ
た
語
に
変
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
良
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
先
にm

inor planet

の
訳
に
「
小
惑
星
」（
注
⑫
）
の
語
が
用
い
ら
れ
て

い
た
が
、
国
際
天
文
学
連
合
に
よ
っ
て
〈
惑
星
〉
の
新
定
義
が
な
さ
れ
る
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
使

用
し
て
き
た
本
木
の
訳
語
「
惑
星
」
は
「
不
動
の
星
」vaste sterren

に
対
す
る
、
動
き
回
る

天
体
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
て
、
太
陽
と
月
を
含
み
（「
日
月
五
星
の
七
曜
を
名
づ
け
て
、
総
名

を
惑
星
惑
者
と
い
ふ
な
り
」）、
衛
星
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
て
も
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

注
①　

『
月
令
広
義
』『
両
儀
玄
覧
』
に
載
せ
る
九
重
天
の
図
に
よ
る
。

注
②　

�
彗
星
や
流
星
や
新
星
な
ど
不
定
時
に
現
れ
る
も
の
は
星
で
は
な
く
、
火
気
と
さ
れ
、
吉
凶

を
占
う
も
の
と
し
て
、
瑞
星
・
妖
星
・
占
星
・
運
星
と
呼
ば
れ
た
。『
初
学
天
文
指
南
』

（
馬
場
信
武
著
・
寛
永
三
年1626

刊
）
に
は
「
流ナ
ガ

レ
隕ヲ
ツ

ル
彗
孛
ハ
皆ミ
ナ

火
ナ
リ
。
…
俗ゾ
ク

ニ
是

ヲ
夜ヨ

ハ
イ
星
ト
名
ヅ
ク
。
コ
レ
星ホ
シ

ニ
テ
ハ
ナ
シ
火
気
ナ
リ
。
…
又
更サ
ラ

ニ
常ツ
ネ

ニ
見
ル
所
ノ
星

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ア
ツ
テ
、
偶

タ
マ
タ
マ

天
ニ
見ア

ラ
ハ

ル
コ
レ
ヲ
新シ

ン

星セ
イ

客キ
ヤ
ク

星
ト
云
者
ア
リ
。
…
但タ

ダ

シ
此コ

ノ
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種シ
ユ

々
倶ト
モ

ニ
火
気
ニ
属ゾ
ク

ス
。
星
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。」（
巻
五
「
彗
孛
総
叙
」）
と
あ
り
、『
和
漢
三

才
図
会
』
で
は
、
彗
星
は
天
部
・
天
文
の
項
で
は
な
く
、
暈か
さ

や
虹
と
同
じ
く
天
象
類
に
入

れ
ら
れ
て
い
る
。

注
③　

�
飯
島
忠
夫
『
支
那
暦
法
起
原
考
』（
昭
和
五
十
四
年
十
月
第
一
書
房
刊
、
二
六
七
頁
）。
ま

た
、
五
星
の
色
は
五
行
の
色
を
表
わ
す
も
の
と
さ
れ
（「
五
星
像
㆓
五
行
之
色
㆒
。
故
名�

為
㆓
金
木
水
火
土
㆒
。」『
天
経
或
問
』
天
之
巻
・
経
星
名
位
）、「
星
」
を
付
け
て
水
星
・

金
星
・
火
星
・
木
星
・
土
星
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
『
晋
書
』
天
官
書
か
ら
と
言
わ

れ
る
。

注
④　

飯
島
忠
夫
『
支
那
暦
法
起
原
考
』（
二
六
七
頁
）。

注
⑤　

新
城
新
蔵
著
『
こ
よ
み
と
天
文
』（
弘
文
堂
昭
和
三
年
九
月
刊
、
二
四
二
頁
）
に
、

空
の
星
を
見
る
と
い
ふ
と
、
全
体
と
し
て
星
は
東
か
ら
西
に
移
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

其
中
に
所
々
動
く
星
が
あ
り
ま
す
、
浪
人
星
が
あ
り
ま
す
。
之
を
遊
ん
で
居
る
星
と
い

へ
ば
遊
星
、
之
が
動
き
方
が
分
か
ら
な
い
か
ら
惑
つ
て
居
る
と
い
へ
ば
惑
星
と
称
へ
る

の
で
あ
り
ま
す
。
が
、
そ
れ
は
星
が
惑
つ
て
居
る
の
で
は
な
く
し
て
人
間
の
頭
が
惑
つ

て
居
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

と
あ
る
。
新
城
氏
は
「
遊
星
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

注
⑥　

�

中
国
の
歴
史
書
の
「
律
歴
志
」
に
「
除
㆑
逆
定
㆓
行
星
㆒
三
度
百
六
十
六
萬
一
千
二
百
八
十�

六
分
。」（『
漢
書
』）
な
ど
と
見
ら
れ
る
「
行
星
」
は
星
の
進
ん
だ
度
数
で
あ
る
。
ま
た
、

小
林
謙
貞
『
二
儀
略
説
』（
正
徳
五
年1715

識
語
）
に
「
天
ノ
周
ラ
ス
シ
テ
、
日
月
星
ノ

巡
環
ナ
ラ
バ
、
サ
シ
モ
速
ナ
ル
行
星
互
ニ
行
ア
タ
リ
、
押
ア
フ
事
有
ヘ
キ
ナ
リ
」（
上
・

第
二
「
諸
層
宿
ノ
巡
環
、
并
其
様
体
ノ
事
」）
と
あ
る
の
は
五
星
に
限
ら
ず
全
て
の
星
を

言
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

注
⑦　

�

荒
川
清
秀
『
近
代
日
中
学
術
用
語
の
形
成
と
伝
播   

 
地
理
用
語
を
中
心
に   


』（
白
帝

社1997.10

）、「『
六
合
叢
談
』
に
お
け
る
地
理
学
用
語
」
沈
国
威
編
著
『
六
合
叢
談
』

（1857-58

）
の
学
際
的
研
究
』1999.11

白
帝
社
刊
所
載
）

注
⑧　

�

特
に
『
博
物
新
編
』
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
横
尾
謙
七
著
『
世
界
節
用

無
尽
蔵
』（
明
治
六
年
出
版
免
許
）
の
天
文
学
に
関
す
る
説
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
図
は
、

ほ
ぼ
全
て
『
博
物
新
編
』
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
訓
点
本
『
博
物
新
編
』
に
は

「
行
星
」
に
ド
ワ
ー
ル
ス
テ
ル
の
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
大
森
秀
三
の
『
博
物
新
編
訳

解
』
に
は
ア
ル
ク
ホ
シ
の
振
り
仮
名
が
あ
る
（
商
務
印
書
館
刊
『
辞
源
』「
行
、
行
走
、

歩
趨
」）。

注
⑨　

�

横
田
順
弥
「『
遊
星
』
か
『
惑
星
』
か
」（『
日
本
古
書
通
信
』
62

－

9
。1997.9

）、
ま
た

橋
本
万
平
「
遊
星
と
惑
星
」（『
日
本
古
書
通
信
』
62

－

11
。1997.11

）
も
参
照
。

注
⑩　

�

注
⑨
の
文
献
に
見
え
な
い
も
の
で
注
目
す
べ
き
例
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
明
治

十
五
年
田
口
卯
吉
『
日
本
開
化
小
史
』「
惑
星
」、
明
治
十
九
年
井
上
円
了
『
真
理
金
針
』

「
惑
星
」、
明
治
四
十
年
石
川
啄
木
『
漂
泊
』「
遊
星
」、
明
治
四
十
二
年
三
宅
雪
嶺
『
宇

宙
』「
遊
星
」。

注
⑪　

�

こ
の
訳
は
『N

ew
ton

別
冊
』（2009.5

）
か
ら
引
用
。

注
⑫　

�

良
永
の
「
小
惑
星
」
は
衛
星
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
主
に
火
星
と
木
星
の
軌
道

間
に
あ
っ
て
、
太
陽
を
め
ぐ
る
小
天
体
を
言
う
。

�

（2012. 5. 1

）
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